
　

特
定
機
能
病
院
と
し
て
、

医
療
の
効
率
化
と
安
全
性

の
追
求
を
め
ざ
す
当
院
で

は
、
新
棟
の
建
設
に
伴
い

新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
が
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
外
来
。
こ
れ
は

診
療
ブ
ー
ス
を
固
定
せ
ず
、

複
数
科
が
共
有
す
る
方
法

で
、
こ
れ
に
よ
り
患
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
体
制
を
柔
軟

に
変
更
で
き
る
よ
う
に
な

り
ス
ム
ー
ズ
な
診
断
・
治
療

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
中
央
会
計
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
会

計
時
の
待
ち
時
間
も
大
幅

に
削
減
！　

半
数
近
く
が

3
分
未
満
で
会
計
が
終
わ

る
よ
う
に
な
り
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
か
ら
は
、「
待
た

ず
に
済
む
の
で
助
か
る
」

「
通
院
ス
ト
レ
ス
が
減
っ

た
」な
ど
の
う
れ
し
い
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

患
者
視
点
の
外
来
や
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
で

医
療
の
効
率
化
と
安
全
性
を
追
求

日 医 大
N E W S

日本医科大学付属病院の各科の特徴
や旬な情報を紹介するNMSH TOPICS
がついに創刊！これから毎月発行(隔
月ごとに1Pまたは8P)しますので、ぜ
ひ楽しみにお待ち下さい。

新棟が竣工してから約2年が経過

待ち時間が以前よりも断然短くなっています!!

循環器内科 ・・・ P2 消化器・肝臓内科 ・・・ P6
心臓血管外科 ・・・ P3 消化器外科 ・・・ P7
糖尿病内分泌代謝内科 ・・・ P4 薬剤部／看護部 ・・・ P8
内分泌外科 ・・・ P5

待ち時間比較

目 次

NMSH TOPICS
NMSH TOPICS創刊です！　

坂本篤裕 院長

■3分未満　■３〜6分未満　■6分以上

【会計（請求書発行から入金まで）の平均時間】

■10分以内で終わる患者の平均時間
2015年10月：4分23秒
2016年06月：3分26秒
■全患者平均時間
2015年10月：6分36秒
2016年06月：5分21秒

VOL.1　2016／12月

2015年
10月 約25％

2016年
6月 約45％

3分未満で会計が終わる患者さんが増えました！

2017 年 1 月 VOL.2 2017 年 6 月 VOL.72017 年 2 月 VOL.3 2017 年 7 月 VOL.82017 年 3 月 VOL.4 2017 年 8 月 VOL.92017 年 4 月 VOL.5 2017 年 9 月 VOL.102017 年 5 月 VOL.6 2017 年 10 月 VOL.11

発行スケジュール

※ 奇数月は1P「院長のイチオシ」のみ発行予定
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連
携
深
め
る「
東
東
京
循
環
器
ネ
ッ
ト
」

顔
の
見
え
る
緊
密
な
関
係
を
築
く

心臓血管集中治療科の専用病床は都内最大の12
床。あらゆる循環器疾患に対応しています

　

当
科
は
循
環
器
病
棟
60
床
、

C
C
U
12
床
を
有
し
、
約
60
人
の

医
師
が
救
命
救
急
医
療
も
含
め
て
、

不
整
脈
、虚
血
性
心
疾
患
、心
不
全
、

血
管
疾
患
、
生
活
習
慣
病
な
ど
あ

ら
ゆ
る
循
環
器
疾
患
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
特
に
病
診
連
携
に
力
を

入
れ
、
疾
患
の
増
悪
時
や
精
査
が

必
要
な
場
合
に
当
院
で
検
査
・
治
療

を
行
い
、
安
定
期
に
は
ご
開
業
の

先
生
方
が
診
療
す
る
1
人
の
患
者

さ
ん
を
、
病
診
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
診
療
体
制
を
積

極
的
に
推
進
。
独
自
の「
東
東
京
循

環
器
ネ
ッ
ト
」と
い
う
勉
強
会
を
開

催
し
、
東
京
23
区
の
中
央
部
・
北
部
・

東
部
で
開
業
す
る
２
０
０
施
設
以

上
の
先
生
方
と
緊
密
な
関
係
を
築

い
て
い
ま
す
。
急
患
対
応
で
は
地

域
の
医
師
専
用
の
心
臓
救
急
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
も
開
設
。

　

ま
た
、
院
内
の
各
診
療
科
、
各

職
種
と
強
固
な
協
力
関
係
を
築
い

て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
心
臓

血
管
外
科
と
は
共
同
で
ハ
ー
ト

チ
ー
ム
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
い

て
個
々
の
症
例
に
最
適
な
治
療
法

を
検
討
し
て
い
ま
す
し
、
放
射
線

科
、
麻
酔
科
、
小
児
科
な
ど
他
の

診
療
科
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
支

え
る
放
射
線
技
師
や
臨
床
工
学
士

と
も
密
接
に
連
携
。
さ
ら
に
看
護

師
、
薬
剤
師
な
ど
と
多
職
種
の
チ
ー

ム
医
療
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

得
意
領
域
の
一
つ
は
不
整
脈
治

療
。
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
不
整

脈
が
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
根
治
可
能
で
す
が
、
当
院
で

の
治
療
実
績
は
年
々
増
加
し
て
平

成
28
年
は
都
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

年
間
約
4
5
0
件
に
達
す
る
見
込

み
で
す
。
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
有
す
る
当
院
は
、
急
性
心
筋
梗

塞
の
受
け
入
れ
数
も
都
内
屈
指
。

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
は
平
成
27

年
に
年
間
1
3
2
0
件
、
冠
動
脈

イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
約

5
0
0
件
に
。
不
整
脈
や
心
不
全

に
対
す
る
デ
バ
イ
ス
治
療
も
当
科

で
積
極
的
に
実
施
し
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
植
え
込
み
術
、
埋
め
込
み
型

除
細
動
器
、
重
症
心
不
全
に
対
す

る
心
室
再
同
期
療
法
な
ど
も
豊
富

な
実
績
を
有
し
て
い
ま
す
。

多くの患者さんを紹介頂き、都内有数のカテーテ
ル関連手術・検査の実績があります

＜対象となる主な疾患＞
・不整脈（心房細動、QT延長症候群、ブルガタ症候群など）
・虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞など）
・心不全・心筋症・弁膜症
・大動脈疾患（動脈瘤など）
・生活習慣病（高血圧、糖尿病、脂質異常症）
・卒煙外来（禁煙治療)
・心大血管リハビリテーション
・肥大型心筋症専門外来

1985年広島大学医学部卒業。国立循環器病研究セ
ンター心臓血管内科部長を経て、2013年日本医科
大学大学院循環器内科分野大学院教授に就任。当
院循環器内科部長、心臓血管集中治療科部長を兼
任。特に不整脈の診断と治療が専門。

循環器内科部長

清水 渉

患者さんを地域の医師とともに
診療する病診連携を推進

循環器内科

POINT

1
常に患者さんの立場に立ち、個人の特性に
合った治療を、安全に行うことを徹底

POINT

2
循環器を専門とする約 60 人の医師が
救急も含めてあらゆる循環器疾患に対応

POINT

3
不整脈カテーテルアブレーションや
急性心筋梗塞患者収容数は都内でトップクラス

【不整脈関連手術件数】

230
450

322

130

94

2012年 2014年 2016年

■アブレーション症例
■デバイス症例
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同
時
に
２
例
の
緊
急
手
術
が
可
能
な

24
時
間
３
６
５
日
の
救
急
対
応

各科と協力して患者さんに合わせ
た適切な治療を提供しています

　

心
臓
血
管
外
科
は
心
臓
、
大
血

管
、
末
梢
血
管
の
外
科
治
療
を
行

う
診
療
科
で
す
。
当
院
で
は
心
臓

外
科
黎
明
期
の
昭
和
39
年
か
ら
心

臓
手
術
を
手
掛
け
、
以
降
、
各
領

域
で
専
門
性
の
高
い
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
不
整
脈
の
外
科

治
療
は
豊
富
な
症
例
数
、
先
進
的

な
研
究
成
果
で
世
界
的
に
有
名
。
心

房
細
動
で
は
平
成
元
年
に
日
本
初

の
外
科
手
術
を
行
っ
て
以
来
約

6
０
０
例
の
治
療
経
験
を
有
し
、
日

本
だ
け
で
な
く
米
国
の
不
整
脈
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に
も
参
加
す
る

な
ど
、
自
他
と
も
に
認
め
る
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。

　

近
年
、
冠
動
脈
疾
患
に
対
す
る

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
普
及
し
、
多

く
の
施
設
で
バ
イ
パ
ス
手
術
は
減

少
傾
向
で
す
が
、
当
院
で
は
逆
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
心
臓
血
管
集

中
治
療
科
や
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
あ
る
当
院
に
多
数
の
心
筋

梗
塞
症
例
が
集
ま
る
か
ら
で
す
。

当
科
は
そ
の
90
%
以
上
を
身
体
へ

の
負
担
が
小
さ
い
オ
フ
ポ
ン
プ
手

術
で
実
施
す
る
だ
け
で
は
な
く
心

筋
代
謝
の
改
善
を
め
ざ
し
た
手
術

を
実
施
。
川
崎
病
の
小
児
の
冠
動

脈
手
術
を
行
う
日
本
で
数
少
な
い

施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
近
隣
病

院
か
ら
の
緊
急
手
術
依
頼
に
直
ち

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
24
時
間

３
６
５
日
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整

え
、
同
時
に
２
例
の
手
術
に
対
応

可
能
な
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

下
肢
静
脈
瘤
に
対
す
る
日
帰
り
手

術
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
科
は
内
科
、
小
児
科
、
放
射
線

科
な
ど
と
協
力
し
て
、
低
侵
襲
な
小

切
開
、
胸
腔
鏡
下
手
術
、
ス
テ
ン
ト

グ
ラ
フ
ト
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
。

治
療
手
段
が
多
様
な
心
臓
血
管
疾

患
は
複
数
科
合
同
で
検
討
を
行
い

ま
す
。
受
診
し
た
患
者
さ
ん
が
内
科

的
な
疾
患
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
循

環
器
内
科
に
紹
介
し
ま
す
し
、
そ
の

逆
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
当
科

と
循
環
器
内
科
、
放
射
線
科
は
、
同

一
領
域
の
専
門
家
が
同
じ
曜
日
に

診
療
し
て
い
ま
す
。

1981年日本医科大学卒業後、同第二外科・胸部外
科入局。1988年同大学院医学研究科修了。米国ワ
シントン大学留学を経て、2006年日本医科大学外
科学教授、2014年から日本医科大学大学院心臓血
管外科学分野主任教授を務める。

心臓血管外科部長

新田 隆

診療科の枠を超えた協力体制で
循環器の各領域で厚い信頼築く

心臓血管外科

POINT

1
心筋梗塞症例が集まる当院では、治療成績と質を 
重視した冠動脈バイパス術の手術件数が増加

POINT

2
血管疾患の難治例には、カテーテルと手術を
組み合わせたハイブリッド治療で対応

POINT

3
心房細動、心室頻拍など不整脈に対する
外科治療成績は国内トップクラス
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持
続
血
糖
測
定
＋
イ
ン
ス
リ
ン
持
続
注
射
の

S
A
P
療
法
な
ど
新
技
術
も
導
入

具体的な食べ物の見本を見ながら食事の改善点などを
アドバイスする

　

当
科
は
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、

高
血
圧
、
肥
満
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
お
よ
び
間
脳
下
垂
体
疾
患
、

甲
状
腺
疾
患
、
副
甲
状
腺
疾
患
、

膵
内
分
泌
疾
患
、
副
腎
疾
患
、
性

腺
疾
患
な
ど
を
診
療
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
で
は
、
地
域
の
開
業
医

の
先
生
方
と
連
携
し
た
診
療
を
進

め
て
い
ま
す
。
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
不
良
症
例
や
合
併
症
併
発
症
例

を
多
数
紹
介
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
当
院
で
治
療
内
容
の
見
直
し

や
合
併
症
の
精
査
・
治
療
を
行
い
、

改
善
が
み
ら
れ
た
段
階
で
患
者
さ

ん
の
了
承
を
得
て
紹
介
元
に
お
返

し
し
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良

で
イ
ン
ス
リ
ン
導
入
す
る
場
合
の

入
院
期
間
は
、
通
常
は
2
週
間
程

度
。
糖
尿
病
の
治
療
に
は
、
患
者

さ
ん
自
身
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

生
活
習
慣
改
善
を
図
る
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
が
見
つ
か
っ

た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
一
度

は
教
育
入
院
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
ま
す
の
で
栄
養
指
導
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
の
指
導
に
お
困
り
の
症
例
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。
１
型
糖
尿
病
に
は
、
持

続
血
糖
測
定
と
持
続
イ
ン
ス
リ
ン

投
与
法
を
組
み
合
わ
せ
て
精
密
な

血
糖
管
理
を
行
う
S
A
P
療
法
も

採
用
。
他
の
疾
患
で
当
院
に
入
院

し
た
糖
尿
病
合
併
患
者
さ
ん
の
管

理
も
当
科
の
役
割
。
今
で
は
こ
う

し
た
患
者
さ
ん
が
常
時
50
人
程
度

入
院
し
て
い
ま
す
が
、
退
院
後
は

地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
逆
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

内
分
泌
疾
患
は
当
科
で
さ
ま
ざ

ま
な
負
荷
試
験
を
行
い
、
原
因
を

特
定
し
た
後
、
外
科
系
診
療
科
で

の
根
治
手
術
や
当
科
で
の
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法
を
行
い
ま
す
。
例
え

ば
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
や
性
腺
ホ
ル

モ
ン
異
常
の
原
因
に
な
る
脳
下
垂

体
腺
腫
は
鼻
腔
か
ら
の
手
術
で
治

り
ま
す
。
内
分
泌
疾
患
を
原
因
と

し
た
高
血
糖
や
高
血
圧
脂
質
異
常

を
見
逃
さ
な
い
こ
と
に
留
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回
、
地

域
の
先
生
方
向
け
の
講
演
会
を
開

催
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

インスリンポンプにパーソナル CGM 機能を搭載したシステム。血糖値がリアルタイムで変動グラフ
となりモニター画面に表示される。体に着けたまま就寝、入浴など日常生活を送ることが可能。

1983年日本医科大学卒業。2014年から同大学大
学院医学研究科、内分泌糖尿病代謝内科学分野教
授、当院糖尿病内分泌代謝内科部長を兼任。内分
泌代謝内科専門医、指導医、糖尿病学会学術評議
員。患者にとって最適な治療を選択している。

糖尿病内分泌代謝内科部長

杉原 仁

糖尿病の進展阻止につながる
教育入院や栄養指導に注力

糖尿病内分泌代謝内科

POINT

1
糖尿病をはじめとする生活習慣病の難治症例、
合併症例の治療に、豊富な実績を持つ

POINT

2
血糖や血圧の異常につながる内分泌疾患を
見逃さないように、総合的診療を行っている

POINT

3
脳神経外科、内分泌外科、泌尿器科、産婦人科
などと密接に連携し、内分泌疾患を診療

SAP（Sensor Augmented Pump）
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低
侵
襲
で
頸
の
手
術
痕
が
小
さ
い

内
視
鏡
補
助
下
頸
部
手
術
を
実
施

甲状腺がんは内視鏡補助下顎部手術を選ぶことでは手術痕を小さく抑えることが可能。女
性の患者が多いため、大きなメリットとなる。

　

内
分
泌
外
科
は
主
に
甲
状
腺
、

副
甲
状
腺
お
よ
び
副
腎
の
疾
患
を

診
療
し
て
い
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
分

泌
の
過
剰
や
不
足
に
よ
る
機
能
的

疾
患
と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
甲
状

腺
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
腫
瘍
の

治
療
が
メ
イ
ン
で
す
。

　

特
徴
の
一
つ
は
、
患
者
さ
ん
の

体
に
優
し
い
治
療
を
め
ざ
し
て
早

く
か
ら
内
視
鏡
を
取
り
入
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
副
腎
の
腹
腔
鏡
下

手
術
は
他
の
病
院
で
も
第
一
選
択

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
10
年

に
清
水
一
雄
前
教
授
が
世
界
に
先

駆
け
て
内
視
鏡
補
助
下
頸
部
手
術

（
V
A
N
S
法
）を
開
発
し
た
当
科

で
は
、
甲
状
腺
疾
患
も
可
能
な
限

り
内
視
鏡
下
で
手
術
し
、
そ
の
症

例
数
は
累
計
７
０
０
例
と
日
本
最

多
。
良
性
疾
患
の
内
視
鏡
補
助
下

頸
部
手
術
は
平
成
28
年
4
月
に
保

険
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
転
移
、
浸

潤
の
な
い
比
較
的
小
さ
な
甲
状
腺

が
ん
の
内
視
鏡
補
助
下
頸
部
手
術

は
、
厚
生
労
働
省
指
定
の
先
進
医

療
と
な
っ
て
い
ま
す
。
甲
状
腺
が

ん
は
若
い
女
性
に
も
少
な
く
な
い

た
め
、
頸
の
傷
が
小
さ
な
こ
の
治

療
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
バ
セ
ド
ウ
病
も
第

一
選
択
は
薬
物
治
療
で
す
が
、
病

状
に
応
じ
て
内
視
鏡
補
助
下
頸
部

手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
高
リ
ス
ク
甲
状
腺
が
ん

に
対
し
て
は
基
本
的
に
は
手
術
で

摘
出
し
、
で
き
る
限
り
副
作
用
を

抑
え
た
放
射
性
ヨ
ウ
素
治
療
、
甲

状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
抑
制
療
法
を

行
い
、
平
成
26
年
か
ら
は
3
種
の

分
子
標
的
薬
を
適
切
に
使
い
分
け

た
治
療
も
加
わ
り
ま
し
た
。
検
診

で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
甲
状
腺

微
小
乳
頭
が
ん
で
は
、
私
た
ち
が

行
っ
て
き
た
非
手
術
経
過
観
察
の

成
果
が
、
米
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
も
反
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
場

合
も
、
が
ん
を
放
置
す
る
の
は
嫌

だ
と
い
う
患
者
さ
ん
に
は
手
術
を

行
い
ま
す
。
予
後
の
悪
い
未
分
化

が
ん
の
集
学
的
治
療
に
も
注
力
。

甲
状
腺
が
ん
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た

幅
広
い
治
療
選
択
肢
を
提
供
し
、

患
者
さ
ん
の
意
思
を
尊
重
し
た
医

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1989年東京大学卒業。癌研究会附属病院を経て、
2014年から日本医科大学大学院内分泌外科学分野
教授。当院内分泌外科部長を兼任。特に甲状腺が
んの診断と治療が専門で、個々の症例に応じた最
適な治療をめざしている。

内分泌外科部長

杉谷 巌

内分泌腺の幅広い疾患に対応し
リスクに応じた適切な治療を提供

内分泌外科

POINT

1
内分泌腺（甲状腺、副甲状腺および副腎）の
機能性疾患、腫瘍性疾患を広範囲に診療

POINT

2
低侵襲な内視鏡手術に注力。当科が開発した
内視鏡補助下頸部手術の症例は日本最多

POINT

3
さまざまな甲状腺がんに対して、リスクに
応じた多種多様な治療選択肢が提供できる

＜対象となる主な疾患＞
・甲状腺（甲状腺のしこり、ホルモン異常）
→機能性疾患（バセドウ病など）、腫瘍（良性腫瘍・がん）

・副腎（コントロール不良の高血圧など）
→原発性アルドステロン症、クッシング症候群、褐色細胞腫、副腎偶発腫瘍

・副甲状腺（カルシウム異常、尿路結石、骨粗しょう症、長期透析など）
→原発性副甲状腺機能亢進症、腎性副甲状腺機能亢進症

5~6cm

3~4cm
＜一般的な手術＞ ＜内視鏡手術＞

5mm
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上
部
内
視
鏡
は
初
診
か
ら
1
週
間

下
部
内
視
鏡
は
2
〜
3
週
間
の
う
ち
に
検
査

各消化器官の専門家が集まり、力を合わせて患者
さんを診療

　

消
化
器
・
肝
臓
内
科
は
、
消
化
管

と
肝
臓
・
胆
嚢
・
膵
臓
の
疾
患
全
般

を
診
療
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

内
視
鏡
を
用
い
た
検
査
、
治
療
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
新
棟
が
完

成
し
て
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
も
充
実

し
、
上
部
内
視
鏡
は
初
診
か
ら
1

週
間
程
度
、
下
部
内
視
鏡
は
2
〜

3
週
間
の
う
ち
に
検
査
し
、
迅
速

に
診
断
を
下
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
小
腸
の
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン

内
視
鏡
や
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
、
肝

胆
膵
の
内
視
鏡
検
査
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
科
は
悪
性
腫
瘍
だ
け
で
な
く
、

良
性
疾
患
も
積
極
的
に
診
療
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
通
常
の

治
療
で
改
善
し
な
い
食
道
、
胃
の

機
能
性
疾
患
に
対
し
、
内
視
鏡
、

内
圧
検
査
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
イ
ン

ピ
ー
ダ
ン
ス
ph
検
査
、
胃
運
動
検

査
な
ど
を
駆
使
し
て
原
因
究
明
で

き
る
都
内
唯
一
の
施
設
で
す
。
逆

流
性
食
道
炎
の
3
割
程
度
、
非
び

ら
ん
性
胃
食
道
逆
流
症
の
5
割
程

度
は
薬
剤
抵
抗
性
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
治
療
に
難
渋
し
て
い
る
症

例
は
遠
慮
な
く
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

悪
性
腫
瘍
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、
特

殊
光
・
拡
大
観
察
を
用
い
た
内
視
鏡

検
査
を
行
い
、腫
瘍
の
存
在
、範
囲
、

深
達
度
を
精
密
に
診
断
。
良
性
疾

患
と
し
て
紹
介
い
た
だ
い
た
症
例

で
も
精
密
検
査
の
結
果
、
悪
性
と

判
明
す
る
こ
と
も
あ
り
、
良
性
疾

患
で
も
手
術
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
当
科
と
消
化
器
外
科
は

一
体
と
な
っ
て
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
手
術
が
必
要
な
場
合

も
安
心
で
す
。
ま
た
、
開
業
医
の

先
生
方
と「
千
駄
木
消
化
器
疾
患
連

携
会
」で
の
症
例
検
討
な
ど
を
通

じ
、
情
報
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

胆
石
の
疝
痛
発
作
や
消
化
管
の

吐
血
は
、
夜
間
に
起
こ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
当
科
で
は
夜
間

も
内
視
鏡
検
査
を
行
う
医
師
を
2

人
待
機
さ
せ
、
緊
急
対
応
可
能
な

体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
来
で
は
毎
日
、
上
部
消
化
管
、

下
部
消
化
管
、
肝
胆
膵
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
診
療
し
て
い
ま
す
か
ら
、

患
者
さ
ん
の
都
合
に
合
わ
せ
て
ご

紹
介
い
た
だ
け
ま
す
。

1986年日本医科大学卒業。2015年4月から日本医
科大学消化器内科学教授、日本医科大学付属病院
消化器・肝臓内科部長を兼任。上部消化管疾患が
専門分野。日本消化器学会・GERD診療ガイドライ
ン作成委員会副委員長を務める。

消化器・肝臓内科部長

岩切 勝彦

内視鏡検査・治療体制を強化
幅広い疾患を迅速・正確に診断

消化器・肝臓内科

POINT

1
内視鏡検査・治療体制がさらに充実。検査まで
の待機期間が短くなり、夜間も緊急対応

POINT

2
上部消化管、下部消化管、肝胆膵の専門家が毎
日、外来で高度な専門医療を提供

POINT

3
良性疾患も積極的に診療し、高度な特殊検査を
駆使して原因究明できる数少ない施設

外来患者 38,378 人 胆道膵臓内視鏡 269 例

入院患者 1,669 人 ダブルバルーン内視鏡 171 例

上部消化管内視鏡検査 4,725 例 カプセル内視鏡 約 88 例

内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術
（ESD）

食道  ESD14 例
胃　  ESD66 例
大腸  ESD44 例

肝細胞癌に対する
肝動脈塞栓療法（TACE） 131 例

大腸 EMR 300 例 肝細胞癌に対する
ラジオ波焼灼療法 4 例

下部消化管内視鏡検査 2,228 例 BRTO 4 例

2015年度消化器肝臓内科の診療実績
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腹
腔
鏡
下
膵
切
除
症
例
数
は

日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

低侵襲な腹腔鏡手術を積極的に取り入れてる

　

消
化
器
外
科
で
は
上
部
消
化
管
、

下
部
消
化
管
、
肝
胆
膵
な
ど
す
べ

て
の
消
化
器
疾
患
を
対
象
と
し
て

各
領
域
の
専
門
グ
ル
ー
プ
が
最
先

端
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

低
侵
襲
で
体
に
優
し
い
治
療
に

配
慮
し
、
難
易
度
の
高
い
肝
胆
膵

の
鏡
視
下
手
術
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
腹
腔
鏡

下
手
術
は
、
平
成
２
年
に
日
本
初

の
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
を
行
っ

た
本
学
卒
の
山
川
達
郎
先
生
に
指

導
を
受
け
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
実
績
を
誇
り
ま
す
。
下
町

の
谷
根
千
地
区
に
あ
る
当
院
は
特

に
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
当
科
で

は
低
侵
襲
治
療
と
と
も
に
他
科
と

協
力
し
た
合
併
症
管
理
な
ど
で
早

期
の
社
会
復
帰
を
支
援
し
、
退
院

後
の
Q
O
L
を
考
慮
し
た
全
人
的

な
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
と
し
て
、
食
道
が
ん
、
胃
が
ん
、

大
腸
・
直
腸
が
ん
、
肝
が
ん
、
膵
が

ん
な
ど
の
消
化
器
が
ん
に
対
し
て

も
低
侵
襲
手
術
な
ど
の
最
先
端
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
、
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
た
消
化
器
疾
患
に
対
す
る
救

急
体
制
も
整
備
さ
れ
、
急
性
腹
症

な
ど
緊
急
性
の
あ
る
疾
患
に
対
し

て
も
対
応
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
消
化
器
疾
患
の
最
後
の

砦
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
患
者
さ

ん
で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
当
科

の
基
本
方
針
で
す
。
診
療
に
あ
た
っ

て
は
、「
優
し
い
医
療
」と
と
も
に

「
わ
か
り
や
す
い
医
療
」を
心
が
け

て
い
ま
す
。
紹
介
元
の
先
生
に
お

返
し
す
る
と
き
も
病
状
や
治
療
内

容
の
情
報
と
と
も
に
、
何
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
か
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
地
域
の
先
生
方
と
普
段
か
ら

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。
当
科
は
悪
性
疾
患
、

難
治
性
疾
患
へ
の
高
度
な
医
療
を

行
う
の
み
な
ら
ず
、
虫
垂
炎
、
鼠

径
ヘ
ル
ニ
ア
、
内
痔
核
の
よ
う
な

一
般
的
手
術
も
多
数
手
が
け
て
い

ま
す
。「
紹
介
し
や
す
い
消
化
器
外

科
」を
め
ざ
し
て
い
ま
す
の
で
遠
慮

な
く
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

1976年日本医科大学卒業。2009年から日本医科
大学第一外科（現消化器外科）教授。日本医科大学
付属病院消化器外科部長・移植外科部長を兼任。
専門分野は膵臓。膵臓がん、膵炎の研究と治療に
まい進している。

消化器外科部長

内田 英二

優しく、わかりやすい医療で
地域の医療機関との連携を推進

消化器外科

POINT

1
腹腔鏡下手術で豊富な実績。退院後の QOL に
配慮した体に優しい低侵襲治療を実践

POINT

2
がん診療連携拠点病院として
すべての消化器癌の最新の治療に対応

POINT

3
緊急性の高い疾患とともに鼠径ヘルニアなど
すべての消化器疾患に常時対応可能な体制

＜対象となる主な疾患＞
食道がん、胃がん、十二指腸がん、小腸腫瘍、
クローン病、潰瘍性大腸炎、大腸がん、内・
外痔核、痔瘻、直腸脱、腸閉塞、肝がん（肝
細胞がん、胆管細胞がん、肝門部胆管がん、
転移性肝がん）、胆石症、胆嚢炎、胆管炎、
胆嚢がん、胆管がん、膵臓の腫瘍（膵がん、
嚢胞性膵腫瘍、内分泌腫瘍）、炎症性疾患（急
性膵炎、慢性膵炎）など

＜消化器外科手術件数 2015年＞

虫垂炎・ヘルニア
緊急・その他

300
胆石症
238

肝胆膵
134

上部
197 大腸

276

手術総件数　1,145件
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上.最新の機器を用いて薬剤を調製　下.薬
の情報を正しく伝えるために病棟薬剤師
から説明を行う

入
院
患
者
の
面
談
で
副
作
用
の
兆
候
を

早
期
発
見
し
、
重
篤
化
す
る
前
に
防
ぐ

　

当
院
で
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
す
べ

て
の
病
棟
に
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
配
置
し
た

薬
剤
師
が
、
情
報
収
集
や
服
薬
指
導
を
行
っ
て
薬
物

療
法
の
安
全
性
を
担
保
し
、
よ
り
良
い
治
療
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
入
院
患
者
さ
ん
に
面
談
し
、

例
え
ば
目
の
充
血
、
発
疹
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
、

初
期
段
階
で
重
篤
な
副
作
用
の
兆
候
を
見
つ
け
て
対

処
。
外
来
が
ん
化
学
療
法
室
と
手
術
室
に
は
薬
剤
師

を
5
人
ず
つ
配
置
し
て
い
ま
す
。
日
本
医
療
学
会
認

定
が
ん
専
門
薬
剤
師
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門

性
を
持
っ
た
薬
剤
師
が
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
薬
剤
師
が
参
加
し
て
30
年

に
な
る
当
院
は
、
終
末
期
患
者
の
疼
痛
管
理
に
も
精

通
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
い
く
つ
か
の
診
療
科
の
外

来
で
薬
剤
師
が
服
薬
指
導
を
行
う
試
み
や
、
患
者
支

援
セ
ン
タ
ー
で
入
院
前
に
薬
剤
情
報
を
収
集
す
る
試

み
も
開
始
し
ま
し
た
。
安
心
し
て
当
院
に
患
者
さ
ん

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

1980年京都薬科大学卒業。製薬会社勤
務を経て、1983年に当院入職。2007年
薬剤部部長に就任。緩和医療をはじめ、
TDM、nutritionなど臨床薬学を実践。薬
剤師が病棟に常駐することで医師が安
心して処方できる環境をめざす。

薬剤部部長

片山 志郎

薬剤部

POINT

1
薬剤師は全病棟に配置
薬物療法の安全をチーム医療で担保

POINT

2
外来化学療法室と手術室に 5 人ずつ
薬剤師を配置。安全で迅速な薬剤管理

上.過ごしやすい生活が送れるよう設計さ
れた入院個室　下.プライベートが保てる
よう家具を仕切りに活用した4人部屋。入
り口には洗面台も完備

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深
め

退
院
時
情
報
提
供
の
質
を
さ
ら
に
向
上

　

私
た
ち
看
護
師
は
当
院
の
看
護
の
原
点
で
あ
る

「
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
鳴
ら
さ
な
い
看
護
」
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
安
全
、
安
心
、
丁
寧
を
基
本
に
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
安
心
し
て
過
ご

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
が
ん
看
護
、
精

神
看
護
、
老
人
看
護
、
急
性
・
重
症
患
者
看
護
な
ど

の
専
門
看
護
師
と
各
領
域
の
認
定
看
護
師
な
ど
多
く

の
リ
ソ
ー
ス
ナ
ー
ス
が
在
籍
し
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
専
門
性
の
高
い
看
護
を
提
供
し

ま
す
。
当
院
で
の
治
療
後
、
地
域
の
医
療
機
関
に
で

き
る
だ
け
早
く
お
帰
り
い
た
だ
く
た
め
、
退
院
支
援

に
注
力
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。
看
護
外
来
で
は
糖
尿
病
、
乳
が
ん
、
皮
膚
・
排

泄
ケ
ア
な
ど
の
生
活
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
講
習
会
へ
の

協
力
な
ど
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
情
報
共
有
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
勉
強
会
な
ど
に
当
院

の
リ
ソ
ー
ス
ナ
ー
ス
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

看護部部長

鈴木 智恵子

看護部

POINT

1
患者さんと向き合いニーズを先取り

「ナースコールを鳴らさない看護」

POINT

2
各領域の専門看護師が協力し合い
専門性の高い看護が浸透


